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１．目的 

患者の意志を尊重した望ましい終末期医療のあり方について検討を行うた

め、終末期医療のあり方に関する懇談会を開催する。 

 

２．検討事項 

（１）終末期医療の現状の問題点と課題を整理し、望ましい終末期医療のあ

り方を検討 

（２）国民、医療従事者及び介護・福祉施設職員の終末期医療に関する意識

調査とその検討 

（３）関係者からのヒアリングを実施 

 

３．構成員 

厚生労働大臣及び有識者により構成される（有識者については、別紙の通り）。 

 

４．運営 

本会議の庶務は、厚生労働省医政局で行う。 

議事は公開とする。 
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